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ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を 

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入

記
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

▼
い
つ
で
も
最
新
の
年
金
記

録
が
確
認
で
き
ま
す
＝　

時
間

２４

い
つ
で
も
、「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
か
ら
新
し
い
年
金
記
録
を

確
認
で
き
ま
す

　

▼
記
録
の
漏
れ
や
誤
り
の
発

見
が
容
易
に
な
り
ま
す
＝
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
、
標

準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動
な
ど
、

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
記
録

が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て

い
ま
す

　

▼
「
私
の
履
歴
整
理
表
」
で

記
録
の
確
認
が
容
易
に
な
り
ま

す
＝
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
、

「
私
の
履
歴
整
理
表
」
が
自
宅

で
簡
単
に
作
成
で
き
、
年
金
記

録
の
確
認
に
役
立
ち
ま
す

　

▼
将
来
の
年
金
額
が
試
算
で

き
ま
す
＝
「
年
金
を
受
け
取
り

な
が
ら
働
き
続
け
た
場
合
の
年

金
額
は
？
」
と
い
っ
た
知
り
た

い
情
報
に
つ
い
て
、
自
宅
で
ご

覧
に
な
れ
る
よ
う
な
機
能
を
今

年
の
秋
以
降
追
加
し
て
い
く
予

定
で
す

　

※
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
日
本
年
金
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ

Ｄ
の
発
行
申
し
込
み
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
「
年
金
定
期
便
・

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
緯
０
５
７
０
・
０
５
８
・

５
５
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

の
方
は
緯　

・
６
７
０
０
・
１

０３

１
４
４
）
へ
。

　

市
で
は
、
東
久
留
米
市
地
域
産

業
推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
、
柳

久
保
小
麦
な
ど
の
地
域
資
源
や
魅

力
を
地
域
の
活
力
あ
る
産
業
に
結

び
付
け
る
産
業
振
興
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
同
協
議
会
で
は
、
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
「
東
久
留

米
発
！　

地
域
資
源
活
用
事
業
」

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
次
の
２

点
に
つ
い
て
広
く
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

　

※
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
助

成
金
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
に
指
定
さ
れ
て
い
る

供
幻
の
小
麦
僑「
柳
久
保
小
麦
」
の

製
粉
時
に
発
生
す
る
「
ふ
す
ま

（
※
）」の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

こ
の
ふ
す
ま
を
使
用
し
た
加
工
食

品
（
菓
子
・
パ
ン
な
ど
）、
化
粧
品

な
ど
へ
の
活
用
の
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
併
せ
て
製
品
化
に
協

力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。
事
業
者
自
ら
の
ア
イ
デ
ア

も
歓
迎
し
ま
す
。

　

※
小
麦
の
皮
に
当
た
る
小
麦
ふ

す
ま
は
、
不
水
溶
性
の
食
物
繊
維

で
、
水
分
を
た
く
さ
ん
吸
収
す
る

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
分
を
含
み
、
鉄
分
も
豊
富

で
す
。

　

東
久
留
米
の
魅
力
を
市
内
外
に

P
R
す
る
た
め
、
市
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
、
末
永
く
市
民
か
ら

愛
さ
れ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

各
種
印
刷
物
に
使
用
す
る
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
す
る
着
ぐ

る
み
に
も
活
用
す
る
予
定
で
す
。

応
募
作
品
は
同
協
議
会
で
優
秀
賞

５
点
以
内
に
絞
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
投
票
結
果
を
踏
ま
え
て
最
優

秀
賞
１
点
を
決
定
し
ま
す

　

※
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
投
票
用
紙
は　

月
中
旬
〜　

日

１１

３０

（
水
）
の
期
間
に
、
産
業
振
興
課

（
市
役
所
６
階
）、
東
部
・
南
部
・

西
部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
設
置

す
る
ほ
か
、　

月　

日
（
土
）・　

１１

１２

１３

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
市
民

み
ん
な
の
ま
つ
り
」
に
お
い
て
設

置
す
る
専
用
ブ
ー
ス
で
配
布
し
ま

す
。
な
お
、　

年
３
月
に
キ
ャ
ラ

２４

ク
タ
ー
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
方
で
、
日
常
生
活
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
の
数
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
「
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、

み
ま
も
り
や
声
か
け
を
行
う
こ
と

で
不
安
や
孤
立
感
を
取
り
除
き
、

援
助
の
必
要
な
高
齢
者
を
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
【
対
象
】市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

で
一
人
暮
ら
し
の
方
お
よ
び　

歳
６５

以
上
の
方
の
み
の
世
帯
の
方
で
、

み
ま
も
り
を
必
要
と
す
る
方
。
た

だ
し
、
①
親
族
に
よ
る
月
１
回
以

上
の
訪
問
が
あ
る
方
②
介
護
保
険

な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
方
、
は
除
き
ま
す

　
【
事
業
内
容
】申
し
込
み
を
し
た

方
の
自
宅
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、「
み
ま
も
り

訪
問
計
画
」
を
立
て
、
み
ま
も
り

協
力
員
が
み
ま
も
り
を
実
施
し
ま

す
。
み
ま
も
り
の
方
法
は
「
遠
く

か
ら
の
み
ま
も
り
」「
月
１
回
程
度

の
声
か
け
」
で
す
。
た
だ
し
、
①

相
談
業
務
②
買
い
物
・
掃
除
な
ど

の
家
事
援
助
③
通
院
介
助
や
医
療

行
為
④
身
元
保
証
人
、
の
よ
う
な

こ
と
は
行
い
ま
せ
ん

　

※
み
ま
も
り
協
力
員
と
は
、
民

生
委
員
・
自
治
会
ま
た
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
で
、
市
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
方
で
す
。

　

※
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

運
営
を
行
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け

た
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

◎
市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
担
当
地
域

　

▼
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
緯
４
７
３
・
９
９
９
６
＝
上
の

原
、
金
山
町
、
神
宝
町
、
氷
川
台
、

大
門
町
、
小
山
、
東
本
町
、
新
川

町
、
浅
間
町

　

▼
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
緯
４
７
０
・
８
１
８
６
＝
本
町
、

幸
町
、
中
央
町
、
南
沢
、
学
園
町
、

ひ
ば
り
が
丘
団
地
、
南
町
、
前
沢

一
〜
三
丁
目

　

▼
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
緯
４
７
２
・
０
６
６
１
＝
前
沢

四
・
五
丁
目
、
滝
山
、
野
火
止
、

八
幡
町
、
柳
窪
、
弥
生
、
下
里

　

詳
し
く
は
同
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係

（
内
線
２
５
５
７
・
２
５
０
２
）へ
。 　

市
で
は
、
震
災
時
に
お
い
て
家

具
な
ど
の
転
倒
に
よ
る
被
害
を
減

ら
す
た
め
、
希
望
す
る
世
帯
に
家

具
転
倒
防
止
器
具
を
無
償
で
支
給

し
ま
す
（
１
７
６
３
世
帯
の
募
集

枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
）。
ま
た
高
齢
者
・
障
害
者
な

ど
で
自
力
で
の
取
り
付
け
が
困
難

な
世
帯
に
は
、
器
具
の
取
り
付
け

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

家
具
の
転
倒
防
止
は
、
地
震
時

の
負
傷
防
止
対
策
と
し
て
重
要
か

つ
効
果
的
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
お
住
ま
い
の
危
険
個
所
を
点

検
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

過
去
に
当
事
業
の
申
請
を
行
っ

7
7

7
7
7
7
7
7
7

た
世
帯
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7

き
ま
せ
ん
。

7
7

7
7

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
支
給

　
【
対
象
】
市
内
に
居
住
し
、
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
世
帯

家
具
転
倒
防
止
器
具
の 

支
給
、器
具
の
取
り
付
け
支
援

　
【
対
象
】
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

自
力
で
家
具
転
倒
防
止
器
具
を
取

り
付
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
か
つ

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

世
帯

　

①　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

６５

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
②
要

介
護
３
以
上
の
方
を
含
む
世
帯

（
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
認
定

結
果
通
知
書
）
③
身
体
障
害
者
手

帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

を
含
む
世
帯
、
難
病
医
療
費
助
成

（
都
の
医
療
証
）
を
受
け
て
い
る

方
を
含
む
世
帯

《
共
通
事
項
》

　
【
申
請
書
配
布
場
所
な
ど
】９
月

　

日
（
木
）
か
ら
防
災
防
犯
課
窓

２９口（
市
役
所
２
階
２
０
３
会
議
室
）

で
配
布
し
ま
す

　
【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
】市

役
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
上

の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各

連
絡
所
、
東
部
・
南
部
・
西
部
の

各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
地
区
セ
ン
タ

ー
、
市
内
の
各
図
書
館

　

※
申
請
書
は
防
災
防
犯
課
の
み

7
7

7
7
7
7
7
7
7

の
配
布
と
な
り
ま
す
。

7
7

7
7
7
7
7

　
【
申
込
み
方
法
】
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く　

月
７
日
（
金
）
〜

１０

　

日
（
月
）
の
午
前
９
時
半
〜
午

２４後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
）
に
、「
家
具
転
倒
器
具
等
助
成

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
同
課
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す

（
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
申
込
期

間
内
〈
消
印
有
効
〉
に
郵
送
で
も

可
）

　

※
募
集
枠
（
１
７
６
３
世
帯
）

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
今
回
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】
支
給
・
取
り
付
け
の

申
請
は
、
い
ず
れ
も
１
世
帯
１
回

限
り
で
す
▼
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
か
ら
、　

ポ
イ
ン
ト
以
内
で

５０

器
具
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
▼
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
受
け

付
け
・
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

　

相
談
な
ど
、
詳
し
く
は
防
災
防

犯
課
（
内
線
２
２
２
３
）
へ
。

　

都
で
は
受
験
生（
中
学
３
年
生
・

高
校
３
年
生
）を
持
つ
世
帯
主（
生

計
中
心
者
）
に
対
し
、
学
習
塾
な

ど
の
費
用
や
受
験
費
用
に
つ
い
て

無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

条
件
に
よ
り
返
済
も
免
除
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
一
定
以
下

の
所
得
世
帯
の
方
が
利
用
で
き
ま

す
。

　
【
事
業
の
内
容
】
現
在
、
中
学
３

年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ
び　

歳
２０

未
満
の
中
学
校
・
高
校
既
卒
者
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
者
な
ど
が
高
校
・
大
学
・
専
門

学
校
な
ど
に
入
学
す
る
た
め
の
受

験
料
と
、
学
習
塾
な
ど
の
費
用
を

貸
し
付
け
ま
す

　
【
貸
付
金
】受
験
料
貸
付
金
＝
中

学
３
年
生
５
万
４
０
０
円
、
高
校

３
年
生
な
ど　

万
５
０
０
０
円
▼

１０

学
習
塾
等
貸
付
金
＝
中
学
３
年
生

お
よ
び
高
校
３
年
生
な
ど　

万
円

２０

（
い
ず
れ
も
上
限
額
）

　
【
ご
利
用
で
き
る
方
】次
の
①
〜

⑥
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
。
①
引

き
続
き
１
年
以
上
都
内
に
居
住
し

て
い
る
②　

歳
以
上
の
世
帯
主

２０

（
生
計
中
心
者
）
③
課
税
所
得
が

　

万
円
以
下
ま
た
は
総
収
入
が
２

６０６
０
万
円
以
下
（
１
人
扶
養
の
場

合
、
１
人
増
す
ご
と
に　

万
円
加

６０

算
）
④
預
貯
金
な
ど
の
保
有
資
産

が
６
０
０
万
円
以
下
⑤
土
地
・
家

屋
を
所
有
し
て
い
な
い
（
現
在
住

ん
で
い
る
土
地
・
家
屋
は
除
く
）

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
⑦

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３

年
法
律
第　

号
）
第
２
条
第
６
号

７７

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

　

※
前
記
の
要
件
の
ほ
か
、
連
帯

保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
福
祉
総
務
課
福
祉

政
策
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

市
臨
時
職
員（
保
育
課
）

　
【
応
募
資
格
】ワ
ー
ド
お
よ
び
エ

ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

可
能
な
方
。
税
に
関
す
る
知
識
を

有
し
て
い
れ
ば
な
お
可

　
【
業
務
内
容
】①
文
書
事
務
全
般

（
書
類
整
理
・
書
類
作
成
・
デ
ー

タ
入
力
）
②
来
客
対
応
③
税
資
料

を
元
に
し
た
各
種
計
算
補
助
事
務

な
ど

　
【
募
集
人
数
】
１
人

　
【
雇
用
期
間
な
ど
】　

月
１
日
〜

１１

　

年
３
月　

日
。
勤
務
時
間
は
午

２４

３１

前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　
【
報
酬
】
市
規
定
に
よ
る
（
交
通

費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
【
勤
務
場
所
】
保
育
課
（
市
役
所

２
階
）

　
【
申
し
込
み
方
法
】　

月　

日

１０

１４

（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）、
履
歴
書

（
市
販
の
も
の
で
可
。写
真
添
付
）

を
保
育
課
へ
直
接
持
参
ま
た
は
、

〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、
市
役
所

保
育
課
あ
て
郵
送
を
。
な
お
、
提

出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

※
採
用
は
書
類
選
考
後
、
面
接

の
上
、
決
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
管
理
係
緯
４
７

０
・
７
７
４
５
へ
。

①
②
の
共
通
事
項

　
【
応
募
資
格
】ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す

　
【
応
募
作
品
の
要
件
】オ
リ
ジ

ナ
ル
で
あ
る
こ
と

　
【
権
利
の
帰
属
】応
募
の
レ
シ

ピ
な
ら
び
に
イ
ラ
ス
ト
の
著
作

権
や
使
用
権
な
ど
、
一
切
の
権

利
は
東
久
留
米
市
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
ま
す

　
【
応
募
方
法
】　

月　

日（
日
）

１０

３０

ま
で
に
（
必
着
）、
指
定
の
応
募

用
紙
（
産
業
振
興
課
〈
市
役
所

６
階
〉、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市

内
の
各
図
書
館
で
配
布
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、

市
役
所
産
業
振
興
課
あ
て
郵
送

ま
た
は
直
接
持
参
、
電
子
メ
ー

ル
（sangyoshinko@

city.hi
gashikurum

e.lg.jp

）で
受
け

付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・

７
７
４
３
へ
。

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　
　
　
　

貸
付
事
業
の
ご
案
内

家具転倒防止器具の
支給・取り付け支援
を無料で行います

②
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
柳
久
保
小
麦
ふ
す
ま
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
柳
久
保
小
麦
ふ
す
ま
活
用
レ
シ
ピ
」を
募
集
し
ま
す

スタートします！

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！東久留米発！ 
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「
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
み
ま
も
り
協
力
員
」
を
紹
介
し
ま
す

「
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す

み
ま
も
り
支
え
あ
う
地
域

み
ま
も
り
支
え
あ
う
地
域
へへ

震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時ののののののののののののののののののののの被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害ををををををををををををををををををををを減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減らららららららららららららららららららららすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた震災時の被害を減らすためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

受受受受受受受受受受受受受受
験験験験験験験験験験験験験験
生生生生生生生生生生生生生生
をををををををををををををを
持持持持持持持持持持持持持持
つつつつつつつつつつつつつつ
世世世世世世世世世世世世世世
帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
主主主主主主主主主主主主主主
のののののののののののののの
方方方方方方方方方方方方方方

受
験
生
を
持
つ
世
帯
主
の
方
へへへへへへへへへへへへへへへ

ご存じですか
「違反対象物の公表制度」
　違反対象物の公表制度は、消
防署が立入検査によって把握し
た建物や事業所の消防法令違反
の情報を公表する制度で、平成
２３年４月１日から始まりました。
　公表の対象は、自動火災報知
設備などの未設置違反や雑居ビ
ルなどにおける防火管理の違反
などを繰り返し行った防火対象
物または事業所です。
　詳しくは東久留米消防署予防
課防火査察係緯４７１・０１１９（内
線５２０）へ。


